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後期高齢者の自伝的記憶におけるバンプと記憶内容

田中京子l）．原口雅浩2)．稲谷ふみ枝2）

要約

原著

本研究では，後期高齢者の自伝的記憶の特徴を，中年群（Ｍ＝57.7,ＳＤ＝4.21)，前期高齢群（Ｍ＝

71.6,ＳＤ＝3.80）および後期高齢群（Ｍ＝80.5,ＳＤ＝3.17）とで比較検討した。手がかり語法により

自伝的記憶を想起させ，①後期高齢者にバンプはみられるのか，②想起の型（バンプの有無）と想起

された記憶の内容の記憶主体（自己か，他者か）の関連について調べた。その結果，後期高齢群の自

伝的記憶は，中年群および前期高齢群と同様に，１０代が最も想起され，後期高齢者にもバンプがみら

れることが明らかとなった。また，後期高齢群では１０代の時期の自己が主体の記憶が想起された。

キーワード：自伝的記憶，後期高齢者．レミニセンス・バンプ

問 題

平成２３年版高齢社会白書(内閣府,2011）によると，

わが国の６５歳以上の高齢者人口は過去最高の2,958

万人,総人口に占める６５歳以上人口の割合(高齢化率）

は２３．１％となった。６５～74歳人口（前期高齢者）は

1,528万人（高齢化率11.9％）であり，７５歳以上人口

(後期高齢者）は1,430万人（高齢化率11.2％）であっ

た。５人に１人が高齢者，９人に１人が75歳以上人口

という本格的な高齢社会となっている。また，平均寿

命は，平成２１（2009）年現在，男性79.59年，女性

86“年であるが,今後,男女とも引き続き延びて，６７

(2055）年には，男性83.67年．女性9034年となり．

女性の平均寿命は９０年を超えると見込まれている。

寿命が延び高齢期が長期化していることから，日常

生活を営む際，記憶の減衰は切迫した問題の一つであ

り，高齢者の記憶に関する研究は老年心理学において

ますます盛んになってきている（石原，2008)。また，

誕生から死までを一つの連続体としてとらえる生涯発

達という考え方が提唱されており，記憶についても生

涯発達の視点から変化をとらえる研究がおこなわれて

いる（太田。多鹿，2008)。
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私たちが日常生活に用いている日常記憶の一種であ

る自伝的記憶は，人が人生において経験した出来事の

記憶であり（佐藤,2007)，自伝的記憶には自己(self)，

社会(social)，方向づけ（directive）の３つの機能があ

る（佐藤，2008)。Bluck（2003）によれば，自己機能

とは自己の連続性や一貫性を支え，望ましい自己像を

維持する機能であり，社会機能とは対人関係の形成や

維持に役立ち，コミュニケーションにプラスの影響を

及ぼすものである。また，方向づけ機能はさまざまな

判断や行動を方向づける機能とされている。

自伝的記憶は，認知症や逆行性健忘における時間的

勾配を知る手がかりとして用いられてきた（吉益・加

藤・三村・若松・斎藤・鹿島・浅井，1998)。自伝的記

憶検査や自伝的流暢検査を用いたアルツハイマー患者

と健常者を対象とした研究では，特に青年期から成人

前期の自伝的記憶がアイデンティティに影響を及ぼす

ことが示唆されている（Addis＆Tippett，2004)。こ

のことから，自伝的記憶は自己を支える記憶であると

いえる。自己に関する経験の記憶の加齢変化を明らか

にすることは，自伝的記憶の生涯発達を探るうえで有

意義であり，私たちがこれまで経‘験したことのない高

齢社会に生きる後期高齢者を理解するため．また．支
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手がかり語で自伝的記憶を想起する際，手がかり語に

付随したにおいや色の感覚から記憶を想起する場合

や，単語から記憶を想起し，音やかおり等の感覚を思

い出す場合があり，記憶と感覚とは関連があると思わ

れる。志村（2006）は，五感（視覚，嘆覚など）を刺

激するさまざまな材料が高齢者の記憶を引き出す手が

かりとなる可能性があると述べている。

しかしながら，においや音は主観的なものであり，

実際経験したにおいや音を手がかりとして提示するの

は難しい。そこで，実際のにおいや音を用いることな

く，感覚（五感）に関する単語（以下「感覚手がかり

語｣）で自伝的記憶を想起させることができると考え，

本研究に用いる。

なお，高齢期への移行変化は高齢期の前発達段階で

ある中年期に始まる（岡本，1997）といわれている。

また,７５歳以上の高齢者は,加齢に伴い疾病の'罷患率，

死の確率が急速に上昇し,生活機能障害も増加する(小

淫，2009)。さらに，７０歳台後半には自分が高齢者だ

と思う「高齢者自認」や年をとったと感じる「加齢認

知」の割合も急増する（佐藤友光子，2005）等の特徴

がみられる。したがって，長期化している高齢期を前

期（65歳以上）と後期（75歳以上）に区分した検討が

必要である。中年者，前期高齢者および後期高齢者の

自伝的記憶を比較検討することは，後期高齢者の自伝

的記憶の生涯発達的変化の理解のために意義があると

考えられる。

そこで，本研究では，一般手がかり語と感覚手がか

り語を用いて自伝的記'億を想起させ，ライフスパンに

おける自伝的記憶の生起分布の特徴を中年者，前期高

齢者および後期高齢者の３群で比較検討し，後期高齢

者の自伝的記憶の特徴を検討した。

方 法

調査協力者

中年者と前期高齢者は，Ａ大学の学部生と大学院生

の父母または祖父母もしくはその知人に協力を求め

た。その結果，５０歳以上の中年者が１８名（Ｍ=57.7,

SD=４２１：以下，中年群)，６５歳以上の前期高齢者１７

名（Ｍ=71.6,ＳＤ=3.80：以下，前期高齢群）が調査に

参加した。また，後期高齢者は，Ａ大学の大学院生の

父母または祖父母もしくはその知人に依頼した。その

結果，７５歳以上の後期高齢者２２名（Ｍ=80.5,

SD=３．１７：以下，後期高齢群）が調査に参加した。

調査期間

中年群と前期高齢群は２０１０年６月から８月まで．

援するためにも必要不可欠である。

出来事を経験した年齢により，生まれてから現在ま

での時間軸（ライフスパン）上に布置すると，自伝的

記憶の分布には３つの特徴（図１参照）があるとされ

ている(槙,2008)。第１の特徴は,新近性効果である。

最近の出来事ほどよく想起され，現在から時間が離れ

るほど想起率が低下する現象であり，最近10年間の

記憶の想起にあてはまる。第２の特徴は，０歳から

3～４歳までの想起量が非常に乏しいという現象で,幼

児期健忘という。第３の特徴として，１０代から３０代

の出来事の想起量が多いという現象があり，この時期

がコブのように見えることからレミニセンス・バンプ

(reminiscencebump）（以下，バンプ）と呼ばれる。

バンプの時期の記憶には家族との思い出が多く

(Elnick,Margrett,Fizggrald＆Labouvie-Vief,1999)，

また，バンプ前期の１０代ではアイデンティティの形

成，バンプ後期の２０代は配偶者や子どもとの親密な

対人関係を反映していた（Holmes＆Conway，1999)。

これらのことから，バンプを構成する記憶の特徴を明

らかにすることは自伝的記憶を理解するうえで重要で

あると考えられる。

わが国の６０歳以上の高齢者を対象に，手がかり語

法を用いた自伝的記憶のライフスパンにおける自伝的

記憶の生起分布に関する研究（槙・仲，2006）による

と，１０代をピークとするバンプがみられ，記憶内容の

記憶主体を分析した結果，自己が主体の記憶や自己が

主体で他者も登場する記憶が多かったことが示されて

いる。

手がかり語法とは，調査協力者に手がかり語（たと

えば花）を呈示し，その手がかり語から想起される出

来事やそれを経験した時期を報告させる方法である。

自伝的記憶の想起手がかり語は，一般的に想起容易性

の単語（以下「一般手がかり語｣）が用いられている。
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出来事を経験した年代

図１自伝的記憶の生起分布の３つの特徴(槙,２００８を一部改変）
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後期高齢群は２０１２年２月から６月までであった。

刺激材料

中年群と前期高齢群は，一般手がかり語を１３語,感

覚手がかり語を１１語用いた。後期高齢群は，年齢を

考慮し，一般手がかり語を６個感覚手がかり語を６

個用いた（表ｌ)。なお，感覚手がかり語の「手・肌触

り」は，「手・肌ざわり」に変更した。一般手がかり語

は,槙･仲(2006),Rubin,Schrauf＆Greenberg(2003)，

北尾・八田・石田・馬場園・近藤（1977)，小川・稲村

(1974）および厳島・石原・永田・小池（1991）を参考

に選定した。感覚手がかり語は，３名の学部生に，ま

ず，視覚から思いつく言葉を自由に語らせた。次に，

抽出された言葉をグループ分けし，名称を付けた。聴

覚，嘆覚，味覚，触覚の順に同じ作業を繰り返し，最

終的に１１語を感覚手がかり語とした。

手続き

調査協力者と個別に面接を行い，手がかり語法によ

る記憶の再生と想起内容に関する聴き取り調査を行っ

た。

まず,調査用紙(Ａ４判）の上部７cmの余白に記載し

た手がかり語を口頭で読み上げながら調査協力者ごと

にランダムに呈示した。教示は，“この○○（手がかり

語）という単語を見てください。生まれてから現在ま

での間で，○○という言葉に関して，思い出す出来事

の内容を教えてください｡"であった。

次に，報告された出来事の内容を調査協力者の目の

前で調査用紙に記入し，その時期や年齢を尋ね，記録

した。その後，内容を読み上げ，調査協力者に確認さ

せた。

１つの手がかり語が終了した場合や何も思い出せな

い場合は次の手がかり語へと進み，同様の手続きを繰

り返した。

なお，自伝的記憶の聴き取り調査に要した時間は，

中年群が５０分～９０分，前期高齢群が４０分～120分，

後期高齢群は４０分～70分であった。

倫理的配慮

調査協力者に対して，事前に口頭にて研究の趣旨を

伝え，匿名性は保持されること，データを目的外に使

表１自伝的記憶想起に用いた手がかり語

用しないこと，調査に対する回答を拒否できること，

嫌になったらいつでも調査の参加をやめることができ

ることを説明し，本人から書面にて調査協力の承諾を

得た。また，調査内容の録音についても同様に事前に

口頭で説明し，同意が得られた場合のみＩＣレコー

ダーで録音した。

結 果

生起数

想起された出来事を経験した年齢により１０年間隔

(年代）で集計した。平均生起数は，３群の調査協力者

数および手がかり語数が異なるため，１人当り．l手が

かり語当りに換算したものである。中年群，前期高齢

群および後期高齢群の３群とも，一般手がかり語，感

覚手がかり語とも，１０代が最も想起され,１０代がバン

プの時期であることが示された（図２－１，図2-2)。

想起の型（バンブの有無）による分類

想起された出来事を経』験した年齢によって１０代や

20代といった１０年間隔（年代）で集計した個人ごと

の年代別生起数を用いて，K-means法によるクラス

ター分析（JMP8，SAS）をした結果，中年群と前期高

齢群では，両手がかり語とも１０代の想起が高い「１０

代バンプ」群と，バンプがみられない「バンプ無」群

に分類された。また，後期高齢群の一般手がかり語は

0.6

久留米大学心理学研究第１２号２０１３

口中年群

■前期高齢群

■後期高齢群

４
２
０
０

平
均
生
起
数
（
／
人
／
語
） 司''1日 I鯛瞳感禰：

1１－

畷
０１

１０未満１０代２０代３０代４０代５０代６０代７０代８０代

図２－１３群の自伝的記憶牛紀数：一般手がかり語

０．６

１０未満ユ0代２０代３０代４０代５０代６０代７０代８０代

図２－２３群の自伝的記憶生起数：感覚手がかり語

４

２

０

０

平
均
生
起
数
（
／
人
／
語
）

中年群花,山,海,木,野菜
前期１３語本,友達,空,水
高齢群動物，火,旅行,母

感覚手がかり語一般手がかり語

:齢襲６語欝墨植物 ６語直離阜罷わり

畷,畷愉｢1銅L圏
音，声，光，色！形,味

１１語音楽,におい,かおり
あかり．手｡肌触り 憾陶Wli

O：



-10代バンプ群:5人

では自己が主体の「自己主体」と自己・他者の想起が

多い「自己．他者」に分類された（図４)。

想起の型（バンブの有無）と記憶主体

想起の型と記憶主体をクロス集計した結果，一般手

がかり語ではバンプの有無にかかわらず,３群とも「自

己主体十自己・他者」と「自己・他者」に分類された。

感覚手がかり語では３群ともバンプの有無にかかわら

ず,「自己主体」と「自己･他者」に分類された（表３)。

考 察

本研究では，手がかり語法により想起された自伝的

記憶のライフスパンにおける生起分布の特徴から，①

後期高齢者にバンプはみられるのか，また，バンプの

時期はいつか，②バンプの有無の観点から想起の型は

どのようなパターンを示すか，③想起された記憶の内

容の記憶主体は自己か，他者か，④想起の型（バンプ

の有無）と記憶主体の関連について，中年者，前期高

齢者および後期高齢者とで比較検討した。

その結果，後期高齢者の自伝的記憶は，中年者およ

び前期高齢者と同様に，一般手がかり語においても感

覚手がかり語においても，１０代が最も想起され，後期

高齢者にもバンプがみられることが明らかとなった。

バンプが起こる原因については，槙・仲（2006）や槙

(2008）によると，認知的観点から，①出来事の新奇性

による説明（１０代～20代の出来事は，卒業，就職，結

婚など新奇性や示差性が高く，記憶に保持されやす

い)，②生物学的説明（10代，２０代はヒトの認知的な

パフオーマンスが最も優れている時期であるため，多

くの記憶が記銘，保持される)，③ライフスクリプト説

中年群や前期高齢群と同様に「１０代バンプ」群と「バ

ンプ無」群であったが，感覚手がかり語は「１０代バン

プ」群と，１０代バンプに加え最近の記憶も想起される

｢１０代バンプ＋最近」群に分類された（図３)。

記憶主体

最初に，記憶ごとに記憶内容を槙・仲（2006）の記

憶主体のカテゴリー基準（表２）により４つのカテゴ

リーに分類した。「自己主体」は自己が主体で自己の

みが含まれる記憶，「自己・他者」は自己が主体で他者

も含まれる記|意，「他者主体」は他者が主体の記憶

｢シーン」は人物が登場しない記憶である。大学院生２

名が独立して分類した結果，中年群の一致率は一般手

がかり語が90％，感覚手がかり語が92％であり，前期

高齢群の一致率は一般手がかり語が89％，感覚手がか

り語が82％であった。また，後期高齢群の一致率は

一般手がかり語が80％,感覚手がかり語が78％であっ

た。一致しない項目については合議のうえ決定した。

個人ごとにカテゴリー別に記憶主体を集計し，

K-means法でクラスター分析（JMP8，SAS）を行っ

た。その結果，中年群，前期高齢群および後期高齢群

の一般手がかり語では，自己主体と自己・他者が想起

された「自己主体十自己・他者」と，自己・他者の想

起が多い「自己・他者」に分類され‘感覚手がかり語

表２記憶主体のカテゴリー分類基準：槙･仲（2006）を参考に作成
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カテゴリー定義 例

白戸主体自己が主体で自己のみが含まれる

自己･他者自己が主体で他者も含まれる

他者主体他者が主体

シーン人物が登場しない

旅行でおいしいものを食べた。

家族と海水浴に行った。

母は一生懸命働いた。

窓から見た夕日が椅麗だった。
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感覚手がかり語

(特定な移行的出来事，たとえば，１０代から３０代の間

に生じることが多い初めての就職や，結婚などは文化

的な共有された知識となっており，自伝的記憶を想起

するときに関与する）があり，社会発達的な観点から，

④アイデンティティ説（アイデンティティの確立され

る１０代から２０代の出来事は優先的に保持される）が

ある。

いずれの説も青年期の記憶が人生における記憶の中

で大きな役割を担うことを示唆している。３群の１０

代の時期の時代背景や生活・文化の違いがあるにもか

かわらず，同じ時期にバンプが生じたことから，バン

プの時期の記憶が自伝的記憶の中核をなすとみなすこ

とができる。

次に，人生を１０年ごとに区切った年代のどの時期

がよく想起されたのか，個人ごとに想起の型（バンプ

の有無）を分析した結果，中年群や前期高齢群では，

手がかり語にかかわらず，１０代を最も想起する型とバ

ンプが無い型がみられた。また，後期高齢群の一般手

がかり語では，中年群や前期高齢群と同様に１０代を

最も想起する型とバンプが無い型であった。一方，後

期高齢群の感覚手がかり語では，すべての調査協力者

に１０代にバンプがみられ，さらに一部には最近の時

期も想起する新近性効果がみられた。このように‘感

覚手がかり語を用いた後期高齢者の想起の型は１０代

をピークとするバンプのパターンを示すことが明らか

となった。

|後期高齢群’中年群 前期高齢群

一.自己主体

十自己･他者群:7人

---自己｡他者群:10人
クﾍ
ク､
"､
'､
ゲ､

〃

１．０

記1億主体

一一自己主体

十自己･他者群:4人

---自己･他者群:14人

1３－

一.自己主体

８
６
４
２

０
０
０
０

平
均
生
起
数

一
般
手
が
か
り
語

＋自己･他者群:8人
Ａ
ｆ１
ＪＬ
，、、－－－自己･他者群:14人

/,ノノ/、〈､､､、、､、、､、
、、

、---…=‐

／

／
一
／
一／一髪

、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

、

、

、
、
、

ハ
グ

グ

グ

グ

グ
グ
グ
ー

ク
グ
ーー

グ
グ
グ

グ ､

一デーーーヘ、､

／、､：､､、
、§､＝一一一一

記'億主体

、a.＝一一一一＝＝

０．０

１．０
一自己主体群:11名

--‐自己･他者群:6名

１０代バンブ

１０代バンプ

＋最近

０
０

一自己主体群:10人

---自己｡他者群:8人

一自己主体群:9人

---自己｡他者群:13人８
６
４
２
０

０
０
０
０
０

平
均
生
起
数

感
覚
手
が
か
り
語

想起の型

０
０

グー

クグゲグゲ、、、、、､

中年群１０代バンプ

バンプ無

前期１０代バンプ

高齢群バンプ無

〆、ﾐﾐﾐﾐﾐ>=＜
自己主体自己･他者他者主体シーン自己主体自己･他者他者主体シーン自己主体自己･他者他者主体シーン

図４記憶主体による分類

表３想起の型(バンブの有無)と記憶主体（単位：人）
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後期高齢者の自伝的記憶におけるバンプと記憶内容

なお，感覚手がかり語では後期高齢者に新近性効果が

みられた。最も幸福な出来事を想起させるとバンプが

生じるが，最もトラウマな出来事や最も悲しい出来事

を想起させると，幸福な条件に比べてバンプが生じに

くく，新近性効果が生じる（Bemtsen＆Rubin,2002)。

本研究は，手がかり語法により自伝的記憶を想起させ

たものであり，トラウマな出来事や悲しい出来事を想

起させたものではない。しかしながら，視覚や聴覚の

感覚機能は加齢に伴い低下し，感覚機能の衰えは老い

を自覚させることにもつながる（長田，2000）ことを

考えると，感覚手がかり語により視力・聴力の衰えや

皮膚の老化といった五感の加齢変化を意識する時期で

ある高齢期の記憶が想起され，新近性効果が生じたと

考えられる。

さらに，想起の型（バンプの有無）と記憶主体の関

連については，中年群，前期高齢群および後期高齢群

の３群とも，一般手がかり語では，想起の型（バンプ

の有無）が異なるにもかかわらず「自己主体十自己・

他者」と「自己・他者」に，感覚手がかり語では，「自

己主体」と「自己・他者」に分類され，一般手がかり

語と感覚手がかり語では異なるカテゴリーに区分され

た。感覚手がかり語では，「自己・他者」が減少し，自

己主体の記憶が増加した。さらに，後期高齢群におけ

る感覚手がかり語での想起は，１０代が最も想起される

｢自己主体」の記憶が増加した。

これらのことから，感覚手がかり語は，自己が主体

の記憶を想起させる手がかり語であるということがで

きる。また,感覚は個人的で主観的なものであるため，

感覚手がかり語では他者が登場しない「自己主体」の

記憶が増加したとも考えられる。

しかしながら,記憶と自己は密接な関係にある。「昨

年も昨日も今日も，私は他の誰でもない，私である｡」

－この確固たる感覚を支えるのが，自己の記憶であり

(高橋･佐藤,2008)，１０代から３０代の出来事が多く想

起される現象であるレミニセンス・バンプもその時期

の出来事が自己の確立と密接に結びついていることを

示唆している（佐藤,2008)。感覚手がかり語は自己確

立の時期の出来事を想起させるものであったというこ

ともできる。

本研究は，自伝的記憶の発達的変化を検討するため

世代の異なる３群で比較検討した横断的研究であっ

た。しかしながら，第２次世界大戦や戦後の高度経済

成長の経験など，異なる時代背景を考慮すると，発達

的変化というより世代差の検討であったともいえる。

自伝的記憶の発達的変化(加齢変化）を検討するには，

同一対象者で繰り返し想起させる縦断的研究が求めら

れる。

老年期の発達課題は自我の統合（Erikson,Erikson

＆Kivnick，１９８６朝長・朝長訳2002）であり，高齢者

のバンプはEriksonの自我の発達課題と重なる（Con‐

way＆Holmes，2004）ことから，バンプ現象と自我の

統合とは関連があると考えられる。今後は，バンプの

有無と記憶主体や自我の統合との関連を検討する必要

がある。
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Abstract

Thispaper1nvestlgates①whetherareminiscencebumpisfoundinautobiographicalmemoryintheold-old

and②relationshipbetweenrecalledpattemandthesubjectofthecontentsofmemory,Participants(themiddle

aged(Ｍ＝57.7,ＳＤ＝421),theyoungold(Ｍ＝７L6,ＳＤ＝380),theold-old(Ｍ＝805,ＳＤ＝317)recalledpastevents

usingacue-wordmethod,describedthecontentofeachmemoryanddatedtherecalledevents､Theresultsshowed

thatareminiscencebumpemergedintheold-oldaswellasmidCUe-agedandtheyoung-old,fUrthermoretheold-old

recalledteenaged“self一centered“memorles．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：autobiographicalmemory,theold-old,remjniscencebump
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